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○
良
質
米
の
安
定
生
産
の
た
め
に
、
適

期
の
作
業
が
重
要
で
す
。
田
植
え
は
稚

苗
で
13
℃
、
中
苗
で
14
℃
以
上
の
日
と

し
て
、
出
来
れ
ば
日
中
の
最
高
気
温
が

20
℃
以
上
の
日
に
実
施
す
る
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
最
高
気
温
が
15
℃
以
下

の
場
合
は
、
田
植
え
を
見
合
わ
せ
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
ま
た
、
天
候
不

順
時
（
強
風
・
低
温
）
は
、
極
力
避
け

る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○
近
年
余
り
苗
か
ら
、
葉
い
も
ち
病
の

発
生
が
多
く
見
ら
れ
て
い
ま
す
。
田

植
え
後
は
、
補
植
苗
を
速
や
か
に
処
分

し
ま
し
ょ
う
。
い
つ
ま
で
も
放
置
す
る

と
、
葉
い
も
ち
病
の
伝
染
源
と
な
り
ま

す
。
補
植
は
早
め
に
終
え
て
、
余
り
苗

は
必
ず
処
分
し
ま
し
ょ
う
。

○
高
品
質
・
良
食
味
米
の
生
産
技
術
と

し
て
、
強
勢
分
げ
つ
の
確
保
が
重
要

で
す
。
分
げ
つ
を
促
進
さ
せ
る
た
め
に

は
、
水
温
の
日
較
差
が
大
切
な
ポ
イ
ン

ト
に
な
り
ま
す
。
「
早
朝
か
ん
水
・
日

中
止
水
」
を
基
本
に
、
気
温
が
15
℃
以

上
の
場
合
は
浅
水
管
理
、
15
℃
以
下
の

寒
い
日
は
深
水
管
理
と
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
風
が
無
く
日
照
が
あ
る
場
合
は

浅
水
管
理
と
し
て
、
地
温
の
上
昇
に
努

め
ま
し
ょ
う
。
ア
オ
ミ
ド
ロ
や
表
土
は

く
離
な
ど
が
発
生
し
た
場
合
は
、
早
朝

や
降
雨
日
に
水
の
入
れ
替
え
を
行
い
、

発
生
を
抑
え
ま
し
ょ
う
。

○
活
着
後
（
通
常
５
日
程
度
で
活
着
）

は
、
や
や
浅
水
に
し
て
水
温
・
地
温
を

高
め
、
保
温
的
な
水
管
理
で
分
げ
つ
の

促
進
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

○
分
げ
つ
盛
期
は
比
較
的
水
の
必
要
度

が
少
な
く
、
ま
た
地
水
温
の
上
昇
に
よ

り
土
壌
還
元
が
進
み
、
有
害
ガ
ス
の
発

生
が
多
く
な
る
こ
と
か
ら
、
根
の
健
全

化
が
重
要
と
な
り
ま
す
。
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生産履歴記帳運動農機具情報
背負式シリーズ

シングウベルカッター　A-0526KB

上記に関するお問い合わせ・ご注文は、
能代農機センター　５８－３９４９

二ツ井・藤里農機センター　７３－５０２２

小売価格（税込）

46,000円
＜チップソー付き＞

・排気デコンプ付、さらに軽－１スタートを標準装備
（軽 -1 スタートは引き力半減を実現した新スターターです）
・総重量 7.5㎏ の高出力・軽量を実現
・大容量の燃料タンクを注入し易い上部に配置
・始動の楽な プライミングポンプ付
・高齢者や女性に人気の背負いタイプ

オススメポイント！


